稿 


虫 



キイロメダカカ ミ キリ（鹿児 a 県佐多 岬 産） 

Stenhomalus nagaoi HAYASHI 

10 exs .,10. \ U ~17. \1.1978 
4. サタサビカ ミ キリ 

Ropica mizoguchii HAYASHI 

1 $, 5. V . 1978 

以上 4 種のうち， 1. 2. はホソバタブより羽化したが 
黾久岛ではすでにタブなどの立枯れに叱-まることが知ら 
れている。 3. はタブより羽化した。奈良阽春日山，灯 
知県室戸卿，九州(北部)，屋久岛などに極所的に分布が 
知られる M で，佐多岬からは初めての記録と思われる。 
4. はやや古いシイより羽化した。 

(®845 佐打馱小城郡小城町二瀬川） 

石垣島でヤエヤマヒオドシハナカミキリを採集 

堤 陸文 

石垣岛オモト岳■にてヤエヤマヒオドシハナカ ミ キリ 
Para/iaspict yayeyainensis HAYASHI et YOKOYAN.IA を 
採集したので報告する。 

1?,石打ぬォモト语， 20. V . 1978 

ォモト岳頂上より 15 分程下った坂の途中の風の当たら 
ない斜〖酎を，ァカハネムシのようにゆっくりと谀相して 
いた個体を採染した。当日は•上:天で風が強く，父温は少 
し低0で，採集したのは午後3時頃であった。 

(硪 903 那趼市萏里当藏町 3-1 琉球大学免虫学教室内） 

栃木県日光市周辺の興味あるカミキリについて 

森岛直哉 

日光周辺のカミキリは， 1964 年に INSECT MAGA 
ZINE 70 号に「日光とその周辺のカミキリ」として 234 
植がまとめられ，その後にニセノコギリ，ッシマムナク 
ボ，カラフトホンコバネ，キオビトラ，セダカコブヤハ 
ズ，ゴマダラなど数種が追加されている。 


$者は捋木貼口光由内に n: •み，-般の採张者とはやや 
炭-った時期 • 場所の採圯を行なっていたことより，いく 
つかの面に u 、沌を得ているので報告しておきたい。特に 
ェゾナガヒゲヵミキリは従来関東地方から知られていな 
かった槠で，利味深レ、記録であると思われる。 

1 . アオスジカミキリ 

Xysfrocera ^lobosu (OLIVIER) 

1?,日光市内（花心•町)， 14. \lfl. 1954 

2. ミヤマカミキリ 

Massicus raddci (BLESSIG) 

1さ，日光市内， 30. \li. 1959, （K. ISHIKAWA le 只.） 

3. マルクビケマダラカミキリ 

Trichoferus cavipestris (FALDERMANN) 

1 $ 1?, 21.MI. 1962；1 13. \TI. 1972;1 S, 

30 .口. 1972 

いずれも日光 fb •内（花石町）で，燈火に飛来したもの 
である。 

4. タケトラカミキリ 

Chlorophonts annularis (FABRICIUs) 

1 ex., 日光市内（花石町)， 24. 1964;1 ex., 

日光市内（花石町） 19. 'II. 1965 

5. ハイイロヤハズカミキリ 

Niphona furcata (BATES) 

1 ex., 日光市内(所野)，1960, (K. Ishikawa leg.) 

6. マツノマダラカミキリ 

Monoclutnius ( Monochamus') altcrnutus HOPE 
1S, 円光市内（所野)， 2. \1. 1959 

7. ョコヤマヒゲナガカミキリ 

Do/icho/>roso/ms 、 • 〇 kuyunnii (GRESSI 丁丁） 

1S, 日光市内（災見淹 )，4. \ll. 1966 

8. ェゾナガヒゲカミキリ 

Jczoluvninus nuhilus MATSUSHITA 
IS, 日光市内(花石町)， 16. \1. 1961 

9. ニセリンゴカ ミ キリ 

Obcrca mixta BATES 
lex., 日光市内， 1.\ll. 1965 

10. リンゴカミキリ 

O. japonic a (THUNBERG) 
lex.， 日光市内， 7. VI. 1962; lex.， 日光市内， 23. 
M. 1965 

11 . ョツキボシカミキリ 

Epigletieu comes BATES 
5exs., 日光市内， 1.'B.1962 
以上 11 補のうち， 2 .と 5. の補以外は笼者による採集品 
である。 

(想 321-14 日光市花石町 1833) 


一69一 



